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研究要旨 

【目的】Small for gestational age (SGA)児が肥満のリスクであるとの Barker仮説は有名であ

るが、SGA児の幼児期の栄養摂取状況との関連を示したものはほとんどない。本研究の目

的は、3歳児における食物頻度調査票（Food frequency questionnaire, FFQ）の妥当性を検討

すること、それに関連して SGA児の 3歳における FFQから得られた栄養状態のデータを

非 SGA 児と比較し、さらに発育との関連を明らかにすることで、SGA 児の肥満が妊娠中

の栄養状態によるものなのか、3歳時の栄養状態によるものなのか、を明らかにする。 

【方法】本年度は 3歳児 FFQの妥当性検証を行った。国立成育医療研究センターで実施し

ている出生コホート研究で、妊娠中の栄養状態も把握してある母子コホート研究に参加同

意を頂いた方で、国立成育医療研究センター病院で 3歳児健診を受診した参加者のうち、

追加研究である本研究への参加同意を頂いた 3 歳児 200 名（各季節 50 名程度）を対象と

した。FFQ には佐々木が開発した 3 歳児ようの簡易型自記式食事歴法質問票(brief-type 

self-administered diet history questionnaire for 3 years old, BDHQ3y) を用いた。FFQは母子コ

ホート参加者全員が記入する 3歳児健診に加え、健診後にも記入してもらい、信頼性を確

認できるようにした。BDHQ3yによる FFQからの栄養素量の推定は DHQサポートセンタ

ーにて行った。食事記録法（Dietary Record, DR）は 3歳児健診の後に 3日間（平日 2日、

休日 1 日）の食事について秤量式食事記録紙に記録してもらった。さらに、3 歳児健診の

採血時に母子コホート研究で採取する採血項目と併せて血液を採取した。塩分摂取を推定

するために食事調査の最終日に 24時間蓄尿も実施した。 

【結果】本年度 1月時点で、104名にリクルートし、55名から同意を得た。 

【考察】母子コホート研究にのせて 3歳児 FFQの妥当性研究を実施することができた。来

年度はさらに参加者数を増やし、妥当性を示していく予定である。 

 

Ａ．研究目的 

Small for gestational age (SGA)児が肥満の

リスクであるとの Barker仮説は有名である

が、SGA児の幼児期の栄養摂取状況との関

連を示したものはほとんどない。その理由

として、幼児期の栄養状態を簡便に把握す



ることが難しいことがあげられる。栄養摂

取状態を簡便に把握できる手法として食物

摂 取 頻 度 調 査 票 （ Food Frequency 

Questionnaire, FFQ）があるが、その妥当性

を示す必要がある。 

FFQ とはリストアップされた食品や料理

について、過去の一定期間における平均的

な摂取状況を質問紙で回答して頂くことに

より栄養素の摂取量を推定する方法である。

他の栄養調査法には食事記録法（食事記録

を対象者が毎回記録していく方法）や思い

出し法（前日の食事内容を栄養士が聞き取

る方法）などがあるが、いずれも対象者の

負担が大きく、長期間の栄養調査には適し

ていない。一方、FFQ はあらかじめある食

品リストから摂取しているものを選択する

方法であること、回答が本人の記憶に依存

することによる推定誤差が短所である。推

定された摂取量にどれくらい誤差が生じて

いるのかを確認するため、FFQ のデータと

食事記録法もしくは思い出し法で得られた

データを比較することによって各対象集団

における摂取量推定の精度（妥当性）の検

討することが不可欠である。また、国や地

域で食文化の違いは非常に大きく、一般に

FFQ の妥当性の検討は各国ごとに行う必要

がある。海外では 3歳児における FFQの妥

当性は示されている(Jarman M et al 2013)が、

日本人の 3歳児における FFQの妥当性の研

究は未だなされていない。 

本研究の目的は、3 歳児における食事頻

度調査票（Food frequency questionnaire, FFQ）

の妥当性を検討すること、それに関連して

SGA児の 3歳における FFQから得られた栄

養状態のデータを非 SGA児と比較し、さら

に発育との関連を明らかにすることで、

SGA児の肥満が妊娠中の栄養状態によるも

のなのか、3 歳時の栄養状態によるものな

のか、を明らかにする。 

 

Ｂ．研究方法 

対象：2010－12年に成育で出生した児の

うち 2500 名を追跡する出生コホート研究

（主任研究者：堀川玲子）、通称母子コホー

ト研究の参加者を対象とする。このコホー

トは、妊娠中の栄養状態についても測定し

ている。国立成育医療研究センター病院で

3歳児健診を受診した患者様参加者のうち、

追加研究である本研究への参加同意を頂い

た 3歳児 200名（各季節 50名程度）を対象

とする。 

測定内容： 

①ＦＦＱ FFQ には佐々木が開発した

BDHQ3y を用いた。FFQは母子コホート参

加者全員が記入する 3 歳児健診に加え、健

診後にも記入してもらい、信頼性を確認で

きるようにした。BDHQ3yによる FFQから

の栄養素量の推定は DHQ サポートセンタ

ーにて行った。 

②食事記録 食事記録法（Dietary Record, 

DR）は 3歳児健診の後に 3日間（平日 2日、

休日 1 日）の食事について秤量式食事記録

紙に記録してもらった。 

③採血による栄養素の把握 さらに、3

歳児健診の採血時に母子コホート研究で採

取する採血項目と併せて血液を採取した。

測定項目は以下である。 

血糖、コレステロール（総）、中性脂肪、

脂肪酸（脂肪酸分画)、ビタミン B6、B12、

葉酸、カロテノイド、ビタミン C、ビタミ

ン D(1-25OH2)、ビタミン D(25-OH)、セレ

ン、カルシウム、マグネシウム、亜鉛、鉄



分、イソフラボン、ヘモグロビン A1c、イ

ンスリン、アディポネクチン、レプチン、

IGF-1 

④蓄尿による塩分摂取の把握 塩分摂取

を推定するために食事調査の最終日に 24

時間蓄尿も実施した。 

⑤身体活動、Body imageの把握 さらに、

3 歳児の身体活動、親の Body image、子に

対する Body image,親の若いときの肥満状

況を調査した。 

 

（倫理面への配慮） 

国立成育医療研究センター倫理委員会の承

認を得て実施した（受付番号 784）。 

 

Ｃ．研究結果 

平成 26年 7月-平成 27年 1月の 3歳児健

診において対象児 104 名にリクルートし、

55 名の同意を得た。そのうち、1 月時点で

食事記録返送者は 29人で、同意撤回数は 9

名だった。 

 

Ｄ．考察 

 3 歳児の食事調査は育児をしながら親が

食事を記録し、蓄尿についてもオムツがと

れていない場合はできないなど困難を極め、

これまで妥当性の検証がなされてこなかっ

た。しかし、母子コホート研究の参加者は

協力的であり、実施できたことは重要であ

る。 

 また、保育園に通っている場合は食事内

容を把握できないために参加者対象から外

れた。幼稚園も 3 歳からスタートする場合

もあり、参加者の確保も困難を極めた中、

半年で 55 名の同意を得ることができたの

は研究スタッフの努力の賜物である。食事

の季節性があるので通年で実施する必要は

あるが、目標症例数は 100 名程度に下方修

正する必要があるだろう。 

 

Ｅ．結論 

 尿採取など困難が予想される 3 歳児の

FFQ の妥当性を検証する研究を実施できた。

今後は参加者数をさらに増やし、食事記録

からの栄養素計算を実施し、FFQ との妥当

性を確認する作業を進めていく。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 

特になし 

 

２．実用新案登録 

特になし 

 

３．その他 

特になし 


